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皆の夏の思い出！って 
なんでしょうか？ 
団員長の子供の頃は、家族旅行 
へ行くとか、ましてや海外旅行 
へいくなどは皆無でした。 
もっぱら友達と近所の山や川へ 
行き、カブトムシやクワガタを 
獲ったり、山女や虹鱒を捕えた 
りして過ごしました。空には大 
きな入道雲が真っ青な空に浮かんでいて、太陽
の下水田の稲の湿った匂いに包まれて早朝か
ら日が暮れるまで汗だくになって遊んだもの
です。 
そして唯一のイベントは夏祭りです。玄関には
提灯、神輿が回り、夜店が出て、川原では花火
大会が行なれる！それは指折り数えて待って
いたほど楽しみでした。 
それとお盆です。親戚が本家に集まり、従兄弟
全員が集まる唯一のイベントでした。 
夜は大きな蚊帳を張ってもらい、皆で雑魚寝を
したものです。 
こんな話しをしても皆は何を言っているか？
も分からないとはおもいますが、これは昭和の
時代の良き夏の思い出なんです。 
 
スカウトの皆が大人に成って夏の思い出は？
と考えた時にボーイスカウトの夏キャンプを
楽しい思い出として皆の心に刻まれていれば
いいなぁーと思いました。 

東日本大震災後間もない昨年４月２３日に義援金募金活動を
実施しました。その後、この１回で終わりにするのではなく、継
続的に復興支援に貢献していこうと、同年１１月に活動が再開
され、１月以外毎月祐天寺駅と学芸大学駅の２カ所で募金活
動を実施してきました。 
その結果、参加をしたスカウト、指導者、保護者延べ２００人以
上、集まった総額は約１００万円となりました。 
まさに団の総力を挙げたこの活動は、復興支援に貢献できた
ことと同時に、その経験をとおして団の団結をより強くするも
のであったと感じます。 
震災の影響はまだ続いておりますが、募金活動は７月を一区
切りとし、今後については新年度改めて検討をおこなう予定
です。 
様々なご協力に対し心から感謝申し上げます。 

７月８日に体験募集集会をおこ
ないました。 
今回は幼稚園・保育園の年長園
児向けにビーバー隊のみの実
施です。参加者は８名で、ビーバ
ー隊と一緒に歌を歌ったり、猛
獣狩りなどのゲームをしたり、
紙ヒコーキ作りなどをして楽し
みました。また途中カブ隊が来
てくれて一緒にじゃんけん列車
をして遊びました。 
今回来てくれたみんなには、是
非９月から入団してもらいたい
と思います。 

７月１８日、祐天寺の盆踊り
にビーバー隊は踊りの担当
ということで、３日目子ど
もの部に参加をしました。 
１８名のスカウトが汗びっし
ょりになりながらも慣れな
い盆踊りを最後まで一生
懸命に踊ってくれました。 


